
　　　　アルバム加工　操作説明
2007/9/5　V 3.1.2 　バグの修正とフォルダ設定などわかりにくかった部分を直しました。
2007/4/9　V 2.2.1 　画面内に収まらない画像のスライド機能追加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　DownLoad
　　　　　　　
1.　何ができるの　? 
　アルバム管理で抽出した画像を下記のような加工をしてホームページ用フォルダーにコピーします。
　　・指定の容量に圧縮（画像を粗くする）　
　　・画像のサイズも圧縮（1/2　1/3　1/4　1/8）　
　　・指定した範囲に切り取る（四角形のみ） (切り取りたい部分がはみ出ているときのスライド)
　　・確認しながら連続処理
* アルバム管理で抽出した画像以外でも加工できます。クリッピングした画像も処理できます。

2.導入は　?
　ダウンロードした「アルバム加工.lzh」を展開して、中にある「setup.exe」を実行するとインストール完了です。
　この仕組みは　VBです。　(VB.NETてはありませんので従来方式のやり方です)
　インストールが終わると　Program Files に　アルバム加工　という　フォルダが作成されその中に
　「アルバム加工.exe」があります。ショートカットをつくりデスクトップにアイコンを作ると次回から立ち上げが
　簡単になります。

3.作動環境は　? 
　Windows 98 / 2000 / XP
　　
　　(注)
　　なお、本ソフトの開発に当っては、明熊工房さんが開発された「SaveJPG.DLL」を使用させてもらいました。

4.使い方は　?
　1)　初回利用時の開始画面
　　 　　　アルバム抽出フォルダー(初期状態)から画像を取り出し指示を待ちます。
　　　　　Ｖ１．１．６　から、初めて利用する際に
　　　　　　　　取り込みフォルダーと書き込みフォルダーの設定および圧縮パラメータの設定
　　　　　を要求する画面が開きます。その際の設定値のチェックを強化しました。これにより、設定値ミスに
　　　　　よる異常終了がなくなりました。　　　　

取込み場所設定指示画面　＜初回のみ＞



取込み場所設定画面　＜初回と変更の際＞

加工画面の書込み場所設定画面　＜初回と変更の際＞

アルバム管理で抽出した場合は
　「アルバム抽出」
他の場所にある場合は、
そのフォルダを指定する

上段の一覧にない場合
は「名前を付けて作成」する
こともできる



　　2）通常使用の開始画面
　 取込みフォルダにある最初の画像とコマンド画面が表示される

加工する画像の設定（開始画面の画像圧縮設定）

画像をスライドしたい場合はも　マウスの右ボタンでドラッグ（押したまま移動）

長方形で切り取りたい場合は　マウスで範囲を囲む

圧縮後のファイルサイズを％（比率）またはＫ（キロバイト）で
指定する

画面サイズはピクセル
（カメラの指定と同じ）

画像サイズが画面をはみ出していても、全体の圧
縮はできる
部分切り取りは、基点で指定する場合は可能だ
が、四角にくくることはできない
その際は、切り取りたい部分を右ボタンをドラッグ
して
移動させる（右ボタン押したまま移動させると画像
も移動する）



画面の特定場所を基点にして、四角形で切り取りたい場合は　
マウスの左ボタンをクリックすると下の画面が出るので指定

　　3）画像の加工処理

＊　フォルダの設定や画像サイズなどの作業指示情報を作り変えたいときは
　　プログラムを導入したフォルダーにある　
　　　　　　　　AlbumAdjust.CTI　と　AlbumAdjust.CTO
　　　の二つのファイルを削除してください。
　　　原因不明で異常終了するケースがありますが、これで回復する場合が
　　　あります。

このボタンをクリックすると
　書込み範囲を書き込み条件にしたがっ
て加工し右上に加工画像を表示

加工画像のどこかをクリックすると書き込まれる
気に入らないときは、コマンド仮面で
　再描画、画面の移動処理を行う

加工した画像
 (元の画像の右上に表示される）
（画像の名前は連番
　　すでにあると飛ばして次の番号）

切り取る画像は四角形のみ


